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 ４月2 7 日、新潟市・万代市民会館において、新潟連協退職者の会 

「 第２回支部（ 拡大 ）代表者会議 」が、塚野ＪＰ信越地本委員長、木伏 
ＪＰ新潟連協議長、各支部から 25 名、連協幹事会 11 名の、計 38 名の 
出席のもと開催されました。 
 第１部では、２月に開催された第13回ＪＰ労組全国大会で、第26回 
参議院議員選挙（来年７月施行）の、現職・難波奨二議員の後継として 
擁立が決定された、「しば慎一」氏（ＪＰ労組中央本部副執行委員長）が来場 
し（山元中執・随行）、立候補にあたっての決意表明がありました。 

 参院選のスケジュールが遅れています。これ以上
遅らせてはならないと、本日お集 

まりいただきました。 

① 現在の組織になって、 

５年前の「なんば選挙」 

２年前の「おざわ選挙」と 

２回の参議院選挙を取り組 

んできました。 

② その都度、新潟連協としては、 

取り組みはどうだったのかの総括をし、とりわけ 

「おざわ選挙」ではアンケートをとり、きめ細かく 

評価と反省を行ってきました。 

③ そこでは、支部の様々な取り組 

みと反省がありましたが、今回は、 

２回の取り組みをふまえた上で、 

各支部とも「より結果の出る」やり 

方で取り組んでいただく、そのこ 

とに尽きます。 

④  それぞれの支部の実情は千差 

万別であり、現退一体の取り組みが大前提ですが、 

これまでの経験を活かし、支部の実情に合わせ、 

「しば慎一」の票を出すという目標に向かってやっ 

ていただきたい。 

⑤ 一方、後援会加入活動では、基礎となる会員の減
少があり、１人３票を確実にやり切ることが重要
です。また、コロナ禍での選挙となることから、会
員宅への訪問のほかに、知恵を出し合い工夫をし
ながら取り組むことも必要です。 

⑥ この秋の総選挙で、今の政治の流れを変えるキ
ッカケにし、来年の参院選で流れを決定的にする、
そんな選挙にしたいと思います。 

共にがんばりましょう！ 

来夏の 

参院選 

 私「しば慎一」は、ＪＰ労組に加入して３６年、戸
惑いと迷いもありましたが、難波参議院議員からの
「絆」のタスキを引き継ぎ、小沢議員とともに、政治
の場で全力を尽くす決意を固めました。 

 小学６年生の時、母親がくも膜下出血で急に亡く
なり、２歳下の弟と父親の３人の父子家庭で育ちま
した。 

 男３人だったこともあり、父親にも反発したり、高
校の時には家出をしたりと、先生に迷惑をかけまし
た。郵便局に入ってからも、決して優秀社員とはいえ
ない自分を職場の先輩が根気よく指導してくれまし
た。組合役員を始めてからも自己主張の強かった自
分を鍛え育ててくれた先輩方がいたからこそ、今の
立場に居させていただいています。 

 難波議員の「絆」のタスキを引き 

継いでいくと思った時に大切にした 

かったのは、自分を育ててくれた職 

場や労働組合の絆を大切にしたいと 

いう思いです。 

 先輩方、仲間、お世話になった人 

への恩返しと、これから職場を担っ 

ていく後輩たちにより良い職場を残していくため
に、政治の場で全力を尽くします。 

今、苦しい状況にある郵政事業を、何としても将来
展望を描けるように、それと共に、立憲民主党の公認
候補として働く者の代表として、５つの主張を掲げ
実現に向け頑張っていきます。 

主張の１つ「社会基盤の充実」を掲げたのは、一昨
年９０歳で亡くなった父と、最後の５年間同居し、介
護や医療に携わり、高齢化社会を迎えている日本の
社会基盤の充実を痛感したことです。 

「仲間の英知を結集して」の言葉が好きです。来年
の選挙は絶対に負けられません！ 

力を貸してください！一生懸命がんばります！ 

予定候補者 

決意を語る 

しん いち  

慎一  

しば慎一候補の決意  

戸田会長の挨拶とお願い 

（熱い思いを語るしば候補） 
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 ４月２５日に投開票された国政 

選挙（衆院北海道２区補選・参 

院広島再選挙・参院長野補選） 

を分析すると、自民党の金にま 

みれた腐敗による敵失と弔い合 

戦による、野党系が勝つべくし 

て勝った選挙でした。 

 立憲民主党の支持率も５％前後で、 

今の政権の批判の受け皿にはなっていません。つま

りは、追い風が吹いているわけではありません。 

 逆に、自民党は相当引き締めてくるはずです。私

たちは、それ以上にやらなければなりません。 

 このコロナ禍で、どうやっていくか …… 現職

も退職者の会の皆さんも、集まることが困難な状況

下では、一人ひとりが「しば慎一」になり代わって、

自分の周り、親戚・友人・知人に周知していただき、

確実な票に結び付くよう徹底していただくことに

尽きると思います。 

 残り１年２ヶ月を切り、日数的には少なくなって

きましたが「短期集中」でやり抜く、その一点をお

願い申し上げ、現職も共にがんばっていく決意のあ

いさつといたします。 

塚野JP地本委員長のあいさつ 
しば慎一  ５つの政策  

● 平和と民主主義を守る 

 ● 社会基盤の充実 

● 働く者・生活者目線の政治の実現 

 ● 持続可能で、多様性を認め合い 

  誰もが尊重される社会の実現 

 ● 郵政事業の持続的発展 

 

      プロフィール 

1964 ９月生まれ（56 歳） 
      神奈川県川崎市出身 

1984 品川大井三郵便局入局 

2007  日本郵政グループ労組 
   東京地方本部書記次長 

2009 中央本部執行委員 

2017 中央副執行委員長 

〈  後援会加入活動  〉 

 

「こんにちは お元気ですか」運動 
家庭訪問・郵送・電話で声かけ 

しば慎一候補の必勝を期して 団結ガンバロー！ 

グリーンカード  
（ 後援会加入・紹介者カード ）に 

１人 3名以上を ご紹介ください 

● 第１次 取組み期間  ５月～８月 
先ずは、会員と家族を確実に！ 

● 第１次 連協集約日  ６月３０日 

●「しば慎一」の知名度の浸透を第１に 

各支部の 独自性を生かした取組みを 

 

 

      第２部の主な議題  

１．会員及び協力会員拡大の取り組み 

定年の延長や雇用形態の変化により、

現役支部に頼らざるを得ないことも多く

なっていることから、これまで以上に現

役の皆さんと協力してやり切っていくこ

とを再確認しました。 

２．会費徴収の取り組み 

昨年から取り組んできた、連協での「会

費の引き落とし」作業は、各支部のきち

んとした報告、会員名簿の提出、機関紙

での周知徹底等で、４月の引落不能数は

６件だけの、非常に優秀な結果でした。 
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 １人でくよくよしないこと、物事を明るく楽
しく考えるようにする事が大切と思います。地
域の人達や趣味の仲間、ＪＰ退職者の会の会員
との交流を多く持つことでしょうね。 
 私は、趣味のために花を育てたり、健康管理
に気をつけて生活をしています。 

 ２つあります。 
１つは、趣味の絵手紙と水墨画です。以

前は教室で教えたり、各地域に呼ばれて出
かけていましたが、現在は自宅を開放し、
週４日程仲間と楽しんでいます。 
もう１つは、同じ町内の女性の集まりで

ある、生き生き自主クラブで月３回ストレ
ッチ体操を行っています。 
どちらも、仲間の人達と和気藹々と交流 
できるのも楽しみです。 

 私は、平成１６年に肺癌手術を受けましたが、幸い早期だったので完治しま
した。その後、脊柱管狭窄症を患い治療を続けていますが、現在も足がしびれ
歩行に苦労しています。ストレッチ体操を行っているのもそのためです。 
 夫（政弘さん・ＪＰ退職者会員）は、昨年３月腎不全で他界しました。４年
間人工透析を受けていましたが、亡くなる５ヶ月前から車椅子生活になり看護
が大変でした。 
 死後、悲しみを乗り越えることができたのは、趣味の仲間の支えでした。 

 郵便局にいた時に、郵政局主催の絵手紙教室指導者
研修を受講することになり、それが基で、各特定局部
会や地域に出かけるようになりました。 
 退職後は、農協婦人部、公民館、小学校等に呼ばれ、
多い時は月１０ヶ所以上行ったものです。 

 水墨画は、昭和５１年に趣味で始め、月１回東京か
ら先生に来て教えてもらい、５年後に水墨画の講師の
資格認定を取りました。 

 退職後は、平成１６年から６年間、新潟日報の教室
で週１回の講師をしてきました。この間、東京セント
ラル美術館で大展覧会に何度か出品したり、中国、台
湾にも出かけたことが良い思い出に残っています。 

 自宅での指導とともに、自分の作品創りにも手掛け
ています。水墨画は、墨が凝固するので１枚仕上げる
のに３時間で完成させねばならないので、精神を集中
させて向かいます。気に要らない場合は、何回も画き 

 直す、そんな繰り返しです。         

 現職で勤めている時は余裕がないのですが、
退職すると自由な時間ができるので、幅広い付
き合いをすることが重要と思います。 
 特に、女性は人と触れ合い話すことが得意で
すから、自分のやりたい事を思い切ってやって
欲しいと思います。 

 現職時代は、仕事に組合活動に精力的に取り組まれ、
実績を多く残されました。 県の婦人部長も経験され、
現在では高田支部退職者の会の相談役として貴重な存
在であり、趣味を活かし元気に活躍されています。 

以下、現在の状況についてインタビューに答えてい
ただきました。 

高 田 支 部  

斉 藤 千 恵 子 さん（８３歳） 

長寿で健康  

生き生きコーナー 

ご本人のプロフィール 

絵手紙教室との出会いは どうでしたか？ 
 

水墨画に興味を持たれたのは いつ頃からですか？ 
 

今の生き甲斐は 何でしょうか？ 

女性の活躍について どう思われますか？ 

 

長寿の秘訣は 何でしょうか？ 

病気も経験され 御主人も亡くされ大変でしたね 
 

（ 自宅で大作に挑む斉藤さん ） 

（ 作品：水墨画 ） 
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勤
務
の
傍
ら
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
運
動
と

体
育
で
始
め
ま
し
た
。
少
し
前
で
す
が
、

美
浜
町
で
あ
り
ま
し
た
大
会
に
参
加
し
ま

し
た
。 

 

松
代
か
ら
一
チ
ー
ム
で
し
た
が
、
ほ
く

ほ
く
線
頸
城
駅
経
由
で
北
陸
高
速
道
を

走
り
、
福
井
県
美
浜
町
で
原
発
の
あ
る

処
で
す
。
リ
ア
ス
式
海
岸
で
奇
麗
な
海
で

見
あ
き
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

釣
り
場
も
あ
り
、
海
水
浴
場
も
あ
り

時
期
で
な
い
の
で
泳
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
好
い
場
所
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
成
績
が
良
か
っ
た
し
、

越
前
の
お
方
は
朗
ら
か
で
気
分
良
か
っ
た

し
、
フ
グ
の
味
噌
汁
も
思
い
出
に
残
っ
て

い
ま
す
。 

 

一
年
が
早
く
暮
れ
る
様
な
気
が
し
ま

す
。
大
正
・
昭
和
・
平
成
・
令
和
と
年
代

を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
。 

 

九
十
七
歳
と
な
り
ま
し
た
。
歴
史

上
、
数
少
な
い
変
革
の
時
期
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

 

満
州
事
変
、
日
支
事
変
、
大
東
亜
戦

争
と
続
き
敗
戦
。 

私
も
昭
和
十
六
年
、
徴
用
に
よ
り
舞

鶴
市
海
運
火
薬
廠
に
勤
務
し
、
十
九
年

に
現
役
兵
で
独
立
工
兵
六
十
大
隊
要
員

と
し
て
、
北
支
山
西
省
安
邑
で
初
年
兵

教
育
を
受
け
、
浙
江
省
杭
州
で
終
戦
を

迎
え
、
二
十
一
年
五
月
復
員
し
ま
し

た
。 

 

昭
和
二
十
七
年
、
郵
便
局
へ
非
常
勤

と
し
て
採
用
さ
れ
、
集
配
員
と
し
て
定

年
ま
で
勤
務
い
た
し
ま
し
た
。 

長
寿
で
健
康 

生
き
生
き
コ−

ナ−
 

 

四
つ
の
時
代
を 

生
き
抜
き 
今
な
お
健
康 

上
越
支
部 

松
代
分
会 

関
谷 

源
次
郎
さ
ん 

大
正

13
年
３
月
６
日
生
ま
れ 

（
97
歳
） 
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歓迎 
 

新入会員を 
ご紹介します 

 

初めまして よろしく 
お願いいたします 

支  部 お  名  前 

新  津 

清 水 秀 一 

渡 邉 一 郎 

西 村 和 彦 

小 林 英 哉 

井 浦 幸 二 

西蒲原 川 上 和 夫 

三 条 中 田 武 志 

中 越 
竹 田   誠 

小田野 隆 一 
 

支 部 お  名  前 

高 田 清 水 満 弘 

上 越 小 野 輝 彦 
 

支 部 お  名  前 

中 越 

林   武 夫 

渡 辺 郁 雄 

西 澤 由 武 

山 後 栄 子 

山 田 良 雄 

遠 藤 勝 則 

加 藤 茂 仁 

小 林   浩 

朝 賀 敏 治 
 

慶事 支  部 お  名  前 

長 
 

寿  

の  

お  

祝  

い 

新 潟 

湯 川 智 義 

荒 井 テ ル 

吉 岡 礼 子 

鷲 尾   綾 

小 野 房 枝 

中 川 ス ミ 

金 田 初 枝 

阿 部 日出子 

青 木 秀 子 

下 越 

長谷部   勇 

小 黒   忠 

滝 沢 歳 秋 

新 津 

佐 藤 文 哉 

堀   和 子 

熊 倉   守 

志 田 金 作 

征 木   正 

西蒲原 笹 川 重 義 

三 条 

高 田 早 苗 

小 宮   稔 

高 橋 裕 子 

中 越 

中 村 与志夫 

棚 村 博 一 

阿 部   康 

中 村 欣 也 

市 村 和 彦 

魚 沼 駒 井 要 石 

高 田 
永 井 恒 勝 

森 澤 正 治 

上 越 平 山 ミ ツ 
 

慶事 月 お  名  前 支  部 

米 
 
 

寿 

12
月 

高 野 建 三 新 潟 

小 林 幸 子 三 条 

１   

月 

濱 本 玲 子  新 潟 

星     勉 新 潟 

久 我 英 子 新 潟 

阿 部 友 子 新 津 

見 黒 玲 子 中 越 

中 村 一 禧 中 越 

２ 

月 

佐 藤   了 新 津 

小 林 ト ミ 西蒲原 

杉 本 富 男 中 越 

梅 澤 久 子 上 越 

３ 

月 

渡 辺 孝 三 新 潟 

山 本 セツ子 新 津 

池 田 幸 雄 新 津 

村 上   光 三 条 
 

88歳「長寿のお祝い」2021年度対象者 

（2021年4月１日～2022年3月31日） 
【カタログギフト贈呈】３０名  （敬称略） 

「 」から 
「 」へ 

 本年４月から、「組織慶弔制度の見直し」で、以下の
内容となりました。 

➊ 慶弔制度は、「喜寿のお祝い」と「死亡のお悔やみ」 

の２種類となります。 

➋ これまでの「米寿」に代わって、新たに「長寿の祝 

い」が創設されました。毎年４月１日～翌年３月３１
日までに、８８歳を迎えられる会員すべての方が対象
となります。 

➌「カタログギフト（記念品）」が、毎年、４月２０日頃 

自宅に到着するよう、一括してＪＰ労組中央本部 

から贈呈されます。 

「米寿」として お祝い金を贈呈 

（2020年12月～2021年3月） （敬称略） 

支  部 お  名  前 

新  潟 安 部 利 宏 

上 越 田 中 政 行 

 

４月１６日 新規加入者（２名） 

４月１日 新規加入者（２０名） 

（敬称略） 



お悔やみ申し上げます 

６      2021 年 5月 31 日      ＪＰ労組新潟連協退職者の会「春夏秋冬」第 27 号 

おめでとうございます 

（県内全支部の慶弔者名を掲載します）  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2020年 11月以前もれを含む） 

（2020年12月～2021年4月）（敬称略） （2020年12月～2021年4月）（敬称略） 

慶事 月 お 名 前 支  部 

喜 
 
 
 
 
 

寿 

12 

月 

近藤  潔 下 越 
本間 一人 新 津 

小林 一夫 中 越 
佐藤 洋三 魚 沼 
高島 文男 高 田 

小林  昇 上 越 

１  
 

月 

富樫 美子 下 越 

大矢 照夫 中 越 
品田 昭子 中 越 
相崎 重明 中 越 

神林 洋子 中 越 
樺沢 晴一 中 越 
森下 政利 魚 沼 

廣川 富雄 上 越 

２ 
 

月 

杉本真佐子 下 越 
永田  衛 下 越 

皆木 光江 新 津 
川村 亮司 新 津 

阿部  尚 中 越 

本田  育 魚 沼 

池亀 昭次 上 越 

３  
  

月 

菊池 勝治 佐 渡 

山鳥  勇 下 越 
本間  守 新 津 
原田 幸雄 三 条 
村田  晃 中 越 

東條 文孝 中 越 
角山 徳郎 中 越 
岡元 克己 魚 沼 
杉本 英男 上 越 
五十嵐兵一 上 越 

４ 
 

 
 

 
 

月 

東間 誠一 下 越 

小林 勝利 下 越 

若林 裕子 新 津 
中野  守 新 津 
小出 利明 西蒲原 
山田 熊男 中 越 
桐生  誠 魚 沼 

石坂  勝 魚 沼 
山田 正人 魚 沼 
高島ミツエ 高 田 
五十嵐文吉 上 越 
仲林 正之 上 越 
渡辺 国男 上 越 

兼村  勇 上 越 

池本 信居 上 越 
 

月 お 名 前 支  部 ご逝去日 
2 
0 
2 
0 
年 

4月  清水 キミ 新 潟 2020.04.24 

8月  梶井  稔 佐 渡 2020.08.08 

11月 大川戸一衛 新 潟 2020.11.29 

12 
 

月 

石川 秀男 下 越  ２日 

加藤 義忠 上 越 １１日 

瀧澤 光雄 高 田 １３日 

島田 博之 新 津 １４日 

多田 善昭 中 越 １６日 

佐藤 恒男 新 潟 ２３日 

小島 博夫 魚 沼 ３０日 

１ 

月 

佐藤 武二 下 越 １０日 

田村 司郎 下 越 ２６日 

赤坂 義勝 上 越 ２９日 

加藤 カネ 下 越 ３１日 

井口 喜芳 魚 沼 ３１日 

２ 

月 

若狭 文男 新 津  ８日 

金川 幸男 下 越 １５日 

斎藤  進 新 津 １９日 

坂上  博 新 津 ２６日 

阿部美花子 下 越 ２８日 

３   

月 

吉田 省三 西蒲原  ３日 

星野 茂人 中 越  ６日 

新保 好雄 魚 沼  ６日 

青木 和子 新 潟 １３日 

相沢 キミ 中 越 ２８日 

五十嵐国雄 上 越 ２８日 

４ 
 
 

月 

菊地  巧 中 越 １７日 

田崎 昭平 中 越 １８日 

南波 清信 中 越 ２１日 

中村トミエ 新 潟 ２３日 

諏佐  勝 三 条 ２３日 

大島 義正 上 越 ２４日 

中川 一栄 上 越 ３０日 
 

終息のめどが見えない新型コロナウイルスの感染

拡大。世界でも日本でも研究者の見通しは、ワクチン

接種のスピードがカギを握っているという。 

夏が終わるまでに、全年代の接種を完了させなけれ

ば、秋には第５波到来の可能性があると予測する。 

日本では、このワクチン接種で混乱とトラブルが頻

発している。今の政権を変えないと、いつまでも同じ

ことの繰り返しが続いてしまう。 

 

 

 

いつまで続く？ コロナ 
 


